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米

谷

悦

子

．
『
今
昔
物
語
集
』
 
（
以
下
『
今
昔
』
と
記
す
）
巻
十
四
は
、
第
一
話
か
ら
第

二
十
九
話
迄
が
巻
十
三
に
続
く
法
華
経
霊
験
繹
で
あ
る
。
巻
十
四
の
説
話
も
、

他
の
巻
と
同
様
に
先
行
の
説
話
集
を
出
典
と
し
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で

扱
う
二
十
九
話
の
法
華
経
霊
験
讃
の
多
く
も
『
大
日
本
法
華
験
記
』
（
以
下
『
験

記
』
と
記
す
）
や
「
日
本
霊
異
記
』
 
（
以
下
『
霊
異
記
』
と
記
す
）
に
、
出
典

と
思
わ
れ
る
説
話
を
見
出
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。

 
こ
れ
ら
の
説
話
は
巻
十
三
と
同
じ
よ
う
に
、
法
華
経
に
依
る
往
生
・
転
生
・

現
世
利
益
・
通
報
等
を
描
い
て
い
る
が
、
特
徴
的
と
言
え
る
の
は
転
生
諌
で
数

の
上
か
ら
も
七
割
以
上
を
占
め
て
い
る
。
こ
の
転
生
謹
は
、
第
一
話
か
ら
第
八
顧

話
迄
の
八
話
と
、
第
十
二
話
か
ら
第
二
十
五
話
迄
の
十
四
話
の
二
番
に
分
か
れ
、

内
容
も
両
者
で
少
し
異
な
っ
て
い
る
。
第
一
グ
ル
ー
プ
は
、
他
人
の
追
善
供
養

に
依
る
法
華
経
の
功
徳
で
善
所
に
転
生
す
る
課
で
あ
り
、
第
ニ
グ
ル
ー
プ
は
現

在
法
華
経
の
持
者
で
あ
る
人
々
の
過
去
、
つ
ま
り
現
在
法
華
経
の
持
者
に
な
る

に
至
っ
た
前
世
の
因
縁
を
描
い
た
謬
で
あ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
注
①

 
本
論
は
、
以
前
に
発
表
し
た
三
十
三
・
十
五
に
つ
い
て
の
小
論
と
同
様
、
『
今

昔
』
と
出
典
の
説
話
の
差
異
か
ら
『
今
昔
』
編
者
の
意
図
を
読
み
と
ろ
う
と
す

る
も
の
で
あ
る
。
巻
十
三
・
十
五
に
見
ら
れ
た
よ
う
な
、
よ
り
具
体
的
で
理
解

の
容
易
な
説
話
化
と
い
う
一
般
的
な
傾
向
が
、
こ
の
巻
十
二
で
も
見
ら
れ
る
か

ど
う
か
調
べ
た
上
で
、
前
に
触
れ
た
転
生
諦
に
つ
い
て
、
少
し
詳
細
に
考
察
し

て
み
た
い
。一

、
出
典
と
の
差
異
に
つ
い
て

 
こ
の
二
十
九
話
の
説
話
の
多
く
が
、
他
に
出
典
を
見
出
だ
す
こ
と
が
で
き
る

と
い
う
こ
と
は
前
に
も
述
べ
た
が
、
具
体
的
に
は
第
四
・
八
・
十
一
・
二
十
九
話

の
四
話
が
出
典
未
詳
、
第
二
十
六
か
ら
二
十
八
話
ま
で
の
三
話
が
『
霊
異
記
』
、

残
り
の
二
十
二
話
が
『
験
記
』
の
説
話
を
出
典
と
し
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。

 
結
論
か
ら
先
に
言
え
ば
、
こ
の
巻
十
四
で
も
巻
十
三
・
十
四
の
二
巻
に
見
ら

れ
た
と
同
様
の
傾
向
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
次
の
よ
う
な
点
で

原
典
と
の
差
異
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

 
・
口
称
念
仏
の
重
視

 
。
修
行
内
容
の
簡
略
化

 
・
霊
験
の
簡
略
化

 
 
 
霊
験
を
夢
と
す
る

 
。
仏
教
的
観
念
用
語
の
書
き
か
え
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三
十
四
の
法
華
経
霊
験
潭
の
中
で
改
変
の
部
分
が
多
い
と
い
う
意
味
で
そ
の
跡

の
著
し
い
の
は
、
第
一
話
「
為
救
売
空
律
師
枇
杷
大
臣
篤
法
花
語
」
で
あ
る
。
こ

の
場
合
は
特
に
加
筆
が
多
い
の
で
あ
る
が
、
謳
の
中
に
含
ま
れ
る
要
素
な
ど
、

内
容
は
出
典
と
見
ら
れ
る
『
験
記
』
巻
上
第
七
話
と
全
く
昂
じ
で
、
他
に
出
典

を
求
め
る
必
要
は
な
い
と
思
う
。
加
筆
は
謂
の
内
容
を
大
き
く
変
え
る
よ
う
な

も
の
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
主
人
公
元
空
の
拙
自
を
述
べ
る
場
面
で
『
験
記
」

は
葎
師
無
空
・
平
生
念
隻
櫛
」
の
二
句
の
み
で
あ
る
の
が
『
今
童
で
は
へ

次
の
よ
う
な
長
文
に
な
る
。

 
 
比
叡
ノ
山
二
充
空
律
師
ト
云
フ
人
有
ケ
リ
、
幼
ク
シ
テ
山
雪
登
テ
出
家
シ

 
 
テ
後
、
身
二
犯
ス
所
充
シ
。
亦
、
心
正
直
ニ
シ
テ
道
心
深
カ
リ
ケ
リ
。
然

 
 
レ
バ
、
僧
綱
ノ
位
マ
デ
成
ニ
ケ
レ
ド
モ
、
遂
二
・
、
現
世
ノ
龍
花
・
名
聞
ヲ

 
 
永
ク
奔
テ
・
、
後
世
ノ
菩
提
ヲ
，
偏
二
願
フ
。
此
二
依
テ
、
本
山
二
籠
居
テ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
注
③

 
 
念
佛
ヲ
唱
ヲ
業
ト
シ
テ
、
怠
ル
事
元
シ
。
此
レ
、
一
生
ノ
間
ノ
勤
也
。

ま
た
、
仲
平
の
夢
に
現
わ
れ
て
法
花
経
の
書
写
を
依
頼
す
る
場
面
で
も
『
今
昔
』

で
は
、
売
空
自
身
が
か
な
り
細
か
く
心
情
を
説
明
し
て
い
る
。

 
引
用
文
中
「
幼
ク
シ
テ
山
二
登
テ
云
々
」
は
『
今
昔
』
の
慣
用
表
現
で
あ
り
、

規
範
的
僧
侶
の
典
型
と
も
言
う
べ
き
記
述
で
あ
る
。
よ
り
物
語
的
説
話
へ
の
言

う
な
ら
ば
文
学
的
修
辞
と
も
言
う
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
な
文
学

的
修
辞
と
言
え
る
例
は
、
こ
の
他
第
二
話
、
第
九
話
な
ど
に
も
見
え
る
。

 
た
だ
引
用
文
中
、
「
念
佛
ヲ
唱
ヲ
業
ト
シ
テ
」
と
あ
る
点
は
注
目
す
べ
き
で

あ
る
。
巻
十
五
で
は
、
出
典
に
あ
る
「
念
仏
」
の
ほ
と
ん
ど
に
「
唱
」
あ
る
い

は
「
称
」
を
付
け
加
え
て
「
口
称
念
仏
」
ど
い
う
性
格
を
明
ち
か
に
し
て
い

た
。
巻
十
四
で
は
主
人
公
が
念
仏
を
業
と
し
て
い
ち
例
は
、
こ
れ
一
例
の
み
で

あ
る
が
、
同
様
の
処
置
で
あ
ろ
う
と
思
う
。
更
に
元
空
は
蛇
身
に
堕
ち
た
後
、

仲
平
の
夢
に
現
わ
れ
て
次
の
よ
う
な
訴
え
を
す
る
。

 
 
我
レ
、
生
野
リ
シ
時
、
偏
二
念
佛
ヲ
唱
フ
ル
ヲ
以
テ
業
ト
シ
テ
、
「
必
ズ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
極
楽
二
生
レ
ム
」
ト
思
ヒ
シ
ニ
、
我
が
身
二
貯
へ
元
カ
リ
シ
ニ
依
テ
「
没

 
 
後
二
弟
子
共
煩
ヒ
有
ナ
ム
」
ト
思
テ
、
銭
万
ヲ
没
後
ノ
新
二
充
テ
ム
が
為

 
 
二
、
房
ノ
天
井
二
隠
シ
置
タ
リ
キ
。
 
（
略
）
其
ノ
罪
野
壷
テ
、
蛇
ノ
身
ヲ

 
 
受
テ
、
銭
ノ
所
二
有
テ
苦
ヲ
受
ル
事
量
元
シ
。
 
（
傍
線
筆
者
）

つ
ま
り
「
念
仏
を
業
と
し
て
い
た
か
ら
往
生
で
き
る
と
思
っ
て
い
た
の
に
云
々
」

と
言
う
の
で
あ
る
。
，
し
か
も
傍
線
部
分
は
『
験
記
』
に
は
な
い
、
『
今
昔
』

編
者
の
加
筆
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
 
『
今
昔
』
編
者
が
元
空
の
修
し
て
い
た
念
仏

を
無
視
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
点
で
、
そ
の
重
視
の
傾
向
を
示
す
例
で
あ
る
。

又
、
．
「
念
仏
」
を
修
し
て
い
て
も
蛇
身
を
受
げ
る
の
か
と
い
う
享
受
者
の
疑
問

を
封
じ
る
為
に
、
編
者
自
身
が
敢
え
て
先
に
疑
問
を
提
出
し
た
と
考
え
て
も
よ

い
。
こ
の
よ
う
な
念
仏
重
視
の
傾
向
は
、
元
空
が
往
生
を
遂
げ
る
最
後
の
場
面
．

に
も
表
わ
れ
て
い
る
。
と
い
う
の
は
彼
が
仲
平
に
次
の
よ
う
に
礼
を
述
べ
る
の

で
あ
る
。

 
 
我
レ
、
君
ノ
恩
徳
二
依
テ
蛇
道
ヲ
免
ル
・
事
ヲ
得
テ
、
年
来
ノ
念
佛
ノ
カ

 
 
'
二
依
テ
、
今
、
極
楽
二
尊
レ
ル
也
。
 
（
傍
線
筆
者
）

「
君
ノ
恩
徳
」
は
法
華
経
を
書
写
し
た
仲
平
の
恩
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
法
華
経

の
功
徳
に
依
っ
て
蛇
身
を
抜
け
、
長
年
の
念
仏
の
功
徳
で
極
楽
往
生
を
遂
げ
た

と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
傍
線
部
は
『
験
記
』
に
は
な
い
。
前
に
引
用
し
た

「
我
レ
、
生
タ
リ
シ
時
云
々
」
の
元
空
の
言
葉
と
呼
応
す
る
「
今
昔
』
編
者
の

加
筆
で
あ
る
。

 
こ
の
巻
十
四
の
法
華
経
霊
験
謳
の
申
で
極
楽
往
生
の
諦
は
、
こ
の
第
一
話
の

み
で
、
上
生
ま
で
は
法
華
経
の
霊
験
で
あ
っ
て
も
、
往
生
と
な
る
と
念
仏
の
力
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〆

、

で
あ
る
と
い
う
の
が
『
今
昔
』
編
者
の
考
え
方
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

 
こ
の
よ
う
に
巻
十
四
で
は
二
十
九
話
の
潭
の
中
で
、
出
典
で
は
た
だ
一
ヵ
所

「
念
仏
」
ど
い
う
語
に
あ
く
ま
で
こ
だ
わ
る
こ
と
に
依
っ
て
、
念
仏
重
視
の
立

場
を
明
確
に
し
て
い
る
。

 
次
に
修
行
内
容
の
簡
略
化
で
あ
る
が
、
こ
の
巻
十
四
で
は
他
人
に
よ
る
法
華

経
の
追
善
供
養
が
中
心
で
、
主
人
公
自
身
が
仏
道
修
行
を
し
て
い
る
例
は
少
な

い
。
こ
こ
で
は
他
人
に
よ
る
追
善
供
養
の
記
述
の
簡
略
化
も
含
め
て
考
え
る
。

す
る
と
、
第
七
話
「
修
行
僧
、
至
越
中
立
山
會
小
女
語
」
で
は
、
「
験
記
』
が

 
 
為
女
書
写
妙
法
華
経
。
供
養
解
説
。
発
願
廻
向
。
至
心
誓
願
。
抜
地
獄
菩
．

匙
あ
る
の
に
『
今
昔
」
で
は

 
 
女
子
ノ
為
二
法
花
経
を
書
写
シ
奉
り
ッ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・

と
極
め
て
簡
単
な
る
な
ど
の
例
が
認
め
ら
れ
る
。
 
そ
の
他
に
も
、
 
第
十
三
話

「
入
道
畳
念
、
持
法
花
知
前
生
語
」
で
は
『
験
記
」
第
七
十
八
話
の

 
，
厭
離
俗
曲
。
．
志
望
仏
法
。
剃
髪
。

 
 
威
儀
具
足
。
回
心
清
浄
。
質
直
柔
和
。
怖
々
連
記
。
道
心
堅
固
。

又
、
第
十
五
話
「
越
中
國
僧
海
士
、
持
法
花
知
前
世
報
語
」
で
は
、
『
験
記
』

第
八
十
九
話
の

 
 
早
疾
譜
調
。
任
運
無
硬
。

 
 
難
行
苦
行
。
断
食
断
塩
。

な
ど
、
主
人
公
の
修
行
態
度
を
述
べ
た
句
が
省
略
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

修
行
内
容
の
簡
略
化
は
、
巻
十
四
で
も
数
や
規
模
は
小
さ
い
な
が
ら
各
所
に
認

め
ぢ
れ
る
。

 
修
行
内
容
に
対
し
て
、
霊
験
も
簡
略
化
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
扱
っ
て
い
る

法
華
経
霊
験
課
の
場
合
、
霊
験
は
転
生
で
あ
る
こ
と
が
「
多
い
の
で
、
転
生
の
場

『
今
昔
物
語
集
』
巻
十
四
の
法
華
経
霊
験
潭
に
つ
い
て
の
一
考
察

合
は
そ
の
証
・
奇
瑞
を
含
め
て
考
え
た
。
こ
の
奇
瑞
は
、
衣
服
を
整
え
る
、
音

楽
・
異
香
な
ど
お
お
む
ね
典
型
的
で
あ
る
が
、
第
五
話
「
為
救
野
干
死
窟
法
花

人
語
」
で
は
『
験
記
』
第
百
二
十
七
話
の
「
香
気
留
空
 
。
」
が
省
略
さ
れ
て

居
り
、
第
六
話
「
越
後
國
ζ
寺
僧
、
三
猿
篤
法
花
語
」
で
は
猿
か
ら
国
守
に
転

生
し
た
藤
原
子
高
（
『
験
記
』
第
百
二
十
六
話
で
は
紀
躬
高
）
夫
妻
に
対
す
る

「
後
生
留
意
。
宛
如
指
掌
」
と
い
う
『
験
記
』
の
記
載
が
削
ら
れ
て
い
る
。
後

者
と
同
様
の
例
は

．
豊
里
後
世
哉
。
・
（
『
今
昔
』
第
十
四
話
・
「
験
記
』
第
七
十
八
話
Y

 
他
生
天
眼
明
浄
。
徹
見
大
千
。
，
乃
至
度
懸
垂
示
現
。
（
『
今
昔
」
第
十
九
話
・

「
験
記
」
第
二
十
七
話
）

 
得
一
ご
笠
口
提
。
 
（
『
A
コ
土
日
」
第
二
十
話
・
 
『
験
記
』
第
二
十
⊥
辻
留
）

な
ど
で
、
こ
れ
ら
は
つ
ま
り
更
に
未
来
へ
の
希
望
的
予
言
を
削
っ
て
い
る
こ
と

に
な
る
。

 
更
に
、
三
十
三
・
十
五
で
特
徴
的
で
あ
っ
た
霊
験
や
奇
瑞
を
夢
と
設
定
し
な
噛

お
す
例
が
、
こ
の
巻
十
四
で
も
二
例
認
め
ら
れ
る
。

 
竜
樹
菩
薩
現
宿
老
霊
告
云
（
『
今
昔
」
第
二
十
一
話
）

 
 
↓
夢
二
「
宿
老
ノ
僧
来
テ
告
テ
云
ク
（
略
）
我
ハ
此
レ
竜
樹
菩
薩
也
。

 
 
 
（
『
験
記
』
第
五
十
三
話
）

 
至
孝
天
暁
不
意
不
覚
。
有
一
天
女
而
暴
露
身
形
。
（
『
今
昔
』
第
二
十
二
話
）

 
 
↓
夢
ユ
「
天
女
有
テ
、
身
ヲ
半
バ
現
ジ
テ
（
「
験
詞
』
第
二
十
五
話
）

が
そ
れ
で
あ
る
が
、
や
や
消
極
的
な
例
と
し
て
は
第
十
話
で
幾
つ
か
の
霊
験
を

挙
げ
て
い
る
部
分
で
『
験
記
』
の
「
如
是
奇
瑞
。
或
在
夢
中
。
較
量
眼
前
。
」

と
い
う
句
が
な
く
て
、
現
実
と
夢
を
書
き
わ
け
て
い
る
こ
と
も
加
え
ら
れ
る
と
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思
う
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
．

 
こ
の
他
に
、
出
典
と
『
今
昔
』
の
相
違
し
て
い
る
点
と
し
て
は
、
「
天
女
」

等
の
旧
く
平
明
な
が
ら
観
念
的
慣
用
句
と
思
わ
れ
る
も
の
を
「
天
女
ト
云
フ
ラ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
注
④

ム
人
ノ
如
ク
」
と
い
う
表
現
に
改
め
て
い
る
例
や
、
法
華
経
千
部
書
写
の
願
を

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
注
⑤
．

立
て
て
「
数
十
年
」
努
め
た
と
あ
っ
た
所
が
「
十
数
年
」
に
な
る
な
ど
、
数
値

の
変
わ
る
例
も
あ
っ
た
。

 
こ
の
よ
う
な
出
典
と
『
今
昔
」
の
差
異
は
、
巻
十
三
・
十
五
に
も
見
ら
れ
た

も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
が
二
者
の
享
受
者
の
質
の
違
い
に
よ
る
と
考
え

渇
。
仏
教
的
予
備
知
識
の
稀
薄
な
、
霊
験
と
観
念
的
に
と
ら
え
得
な
い
享
受
者

に
対
す
る
『
今
昔
」
編
者
に
依
る
、
よ
り
容
易
で
具
象
的
な
霊
験
課
へ
の
配
慮

で
あ
ろ
う
。
こ
れ
で
、
少
な
く
と
も
巻
十
三
・
十
四
・
十
五
は
同
じ
意
識
の
も

と
に
編
ま
れ
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

二
、
転
生
 
讃

 
巻
十
四
の
法
華
経
霊
験
諦
の
特
徴
で
あ
る
転
生
潭
は
、
実
は
巻
十
三
の
終
り

三
話
か
ら
ひ
き
継
が
れ
た
も
の
で
あ
る
。
又
、
言
い
添
え
る
な
ら
ば
こ
の
場

合
、
特
徴
的
と
言
っ
た
の
は
出
典
に
較
べ
て
『
今
昔
」
独
特
と
い
う
意
味
で
は

な
く
、
 
『
今
昔
』
の
中
で
そ
れ
ぞ
れ
の
法
華
経
霊
験
潭
が
持
つ
内
容
の
問
題
で

あ
る
。

 
 
 
第
一
話
～
第
八
話

 
こ
の
一
群
の
説
話
は
巻
十
三
の
ほ
と
ん
ど
を
占
め
た
、
自
ら
の
法
華
経
信
奉

に
よ
っ
て
、
直
接
に
何
ら
か
の
霊
験
を
受
け
る
と
い
う
基
本
的
な
構
成
と
は
異

な
り
、
一
度
は
悪
趣
に
堕
ち
る
と
い
ヶ
段
階
を
経
て
法
華
経
の
功
徳
に
よ
っ
て

救
わ
れ
る
と
い
う
構
成
に
な
っ
て
い
る
。
即
ち
、
図
式
的
に
示
す
と
次
の
よ
う

．
に
な
る
。

 
 
第
一
話
、
僧
（
律
師
）
↓
蛇
↓
極
楽

 
 
第
二
話
 
 
（
男
）
↓
蛇
↓
右
利
天

 
 
 
 
 
 
（
男
∀
4
鼠
↓
粉
利
福

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
注
⑥

 
 
第
三
話
 
僧
↓
大
蛇
↓
都
率
天

 
 
 
 
 
 
女
↓
大
蛇
↓
．
切
回
天

養
四
話

第
五
壁

書
六
話

第
七
話

第
八
下

女
↓
大
蛇
↓
兜
率
天

女
（
野
千
）
↓
○
↓
切
皇
天

 
 
猿
↓
国
守

女
↓
地
獄
↓
切
利
天
・

女
↓
地
獄
↓
切
去
天

こ
の
よ
う
に
、
こ
の
群
の
説
話
は
ほ
と
ん
ど
二
度
の
転
生
を
描
い
て
い
み
。
又
、

他
人
に
よ
る
追
善
の
法
華
経
供
養
が
テ
ー
マ
で
あ
る
。
こ
の
点
で
本
人
の
法
華

経
信
奉
に
よ
り
直
接
に
往
生
あ
る
い
は
転
生
を
遂
げ
る
、
又
は
霊
験
を
受
け
る

と
い
う
二
十
三
で
見
ら
れ
た
法
華
経
霊
験
諦
と
は
、
性
格
を
異
に
し
て
い
る
。

 
そ
の
た
め
考
察
の
手
順
が
、
や
や
煩
雑
に
な
る
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ら
の
潭
を

見
る
時
に
は
、
最
初
の
転
生
以
前
に
何
か
自
分
で
仏
道
修
行
を
し
て
い
た
か
、

そ
れ
が
転
生
（
堕
悪
趣
）
に
ど
う
影
響
し
て
い
る
か
、
二
度
目
の
転
生
の
因
と

な
っ
た
他
人
に
よ
る
法
華
経
供
養
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
、
そ
れ
が
二
度
目
の

転
生
に
ど
う
影
響
し
て
い
る
か
。
更
に
は
、
最
初
の
転
生
（
堕
悪
趣
）
以
前
に

し
て
い
た
修
行
は
二
度
目
の
転
生
に
影
響
し
て
い
な
い
か
と
い
う
こ
と
全
て
が

問
題
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

 
こ
の
申
で
、
二
度
の
転
生
を
描
い
て
い
な
い
の
は
第
六
話
だ
け
で
あ
る
が
、

内
容
は
こ
れ
ら
に
近
い
。
越
後
国
で
二
匹
の
猿
が
法
華
経
の
持
者
を
供
養
し
て
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法
華
経
書
写
を
依
頼
す
る
。
そ
の
二
匹
の
猿
の
死
後
持
経
者
は
書
写
を
中
断
す

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
注
⑦

る
が
、
四
十
余
年
後
、
こ
の
二
猿
は
越
後
国
守
夫
妻
と
な
っ
て
寺
を
訪
れ
、
写

経
を
完
成
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
普
通
な
ら
ば
転
生
を
遂
げ
た
所
で
終
る
と
こ
ろ

を
、
後
日
讃
ま
で
添
え
た
の
は
、
写
経
の
完
成
が
眼
目
で
あ
っ
た
為
と
思
わ
れ

る
。
こ
の
潭
に
は
写
経
し
た
僧
侶
の
往
生
と
い
う
付
録
も
あ
渇
。
し
か
し
『
験

記
」
に
は
あ
っ
た
国
守
夫
妻
の
往
生
を
予
言
す
る
句
が
削
ら
れ
て
い
る
。
と
も

あ
れ
、
こ
の
第
六
話
も
堕
悪
趣
よ
り
前
の
部
分
の
脱
落
し
た
変
型
と
し
て
、
こ

・
の
群
に
加
え
る
。

 
そ
れ
で
は
、
第
一
段
階
に
於
い
て
、
そ
の
主
人
公
が
何
か
仏
道
修
行
を
し
て

い
た
加
、
そ
し
て
堕
悪
趣
の
直
接
の
原
因
は
何
か
と
い
う
こ
と
を
見
る
。

 
主
人
公
達
の
内
、
僧
侶
は
前
掲
第
一
話
の
元
空
と
第
三
話
の
美
男
僧
の
み
で

あ
る
。
曇
空
の
修
行
に
つ
い
て
は
前
に
述
べ
た
の
で
省
く
。

 
第
三
話
「
紀
伊
國
道
成
寺
僧
、
窟
法
花
救
蛇
身
語
」
の
僧
は
熊
野
参
詣
の
途

上
で
、
彼
の
仏
道
修
行
に
つ
い
て
は
特
に
記
載
は
な
い
。
蛇
身
を
受
け
た
の
は

女
の
愛
欲
を
避
け
き
れ
な
か
っ
た
為
で
あ
る
。
 
 
 
 
 
 
 
'

 
僧
侶
で
な
い
者
達
の
場
合
、
第
二
話
の
蛇
と
鼠
は
「
宿
世
ノ
怨
敵
」
と
し
て
、

幾
代
も
前
の
過
去
世
か
ら
生
ま
れ
変
り
、
死
に
変
り
殺
害
し
あ
っ
て
い
た
と
考

え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
も
、
そ
れ
以
前
の
仏
道
修
行
に
つ
い
て
は
触
れ
て
い
な

い
。
そ
し
て
今
畜
生
の
身
を
受
け
て
い
る
の
は
、
そ
の
怨
念
の
妄
執
を
断
ち
切

れ
な
い
為
で
あ
る
。

 
第
四
話
の
女
が
蛇
身
を
受
け
た
の
は
、
一
夜
契
り
を
か
わ
し
た
帝
王
か
ら
与

え
ら
れ
た
金
千
両
に
執
着
を
残
し
た
為
で
、
こ
の
女
が
こ
れ
ま
で
に
仏
道
修
行

し
て
い
た
と
い
う
事
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。

 
第
五
話
、
女
に
化
け
た
野
千
（
狐
）
が
死
ん
だ
の
は
人
間
の
男
と
関
係
層
持

『
今
昔
物
語
集
」
三
十
四
の
法
華
経
霊
験
潭
に
つ
い
て
の
一
考
察

つ
た
為
、
当
然
仏
道
修
行
は
な
い
。

 
第
七
・
八
話
は
立
山
地
獄
の
讃
で
、
第
七
話
の
女
は
父
親
が
木
仏
師
で
仏
を

売
っ
て
生
活
し
て
い
た
為
、
こ
の
小
地
獄
へ
堕
ち
で
い
る
。
た
だ
、
こ
の
女
は

生
前
に
観
音
を
信
仰
し
て
お
り
、
そ
の
縁
日
の
十
八
日
に
観
音
が
彼
女
に
替
っ

て
苦
を
受
け
て
い
る
。
こ
れ
は
、
法
華
経
の
威
力
が
観
音
の
そ
れ
よ
り
も
大
き

い
と
い
う
訳
で
は
な
く
、
双
方
の
守
備
範
囲
の
違
い
を
示
し
て
い
る
。
後
に
も

触
れ
る
が
、
・
最
後
の
女
の
切
利
天
転
生
で
「
我
レ
、
威
力
観
音
ノ
御
助
二
依

テ
」
と
あ
る
。

 
第
八
話
の
女
が
立
山
地
獄
に
堕
ち
た
理
由
は
具
体
的
に
は
述
べ
ら
れ
て
い
な

い
が
、
自
ら
「
罪
ヲ
造
り
、
人
二
物
ヲ
不
与
ズ
シ
テ
」
と
言
っ
て
い
る
。
こ
の

女
が
死
ん
だ
時
、
家
族
は
大
勢
の
僧
侶
に
よ
る
法
要
を
営
ん
で
お
り
、
又
、
立

山
地
獄
を
訪
れ
た
時
も
僧
を
同
行
し
、
錫
杖
供
養
、
法
華
経
講
な
ど
を
行
っ
て

い
る
。

 
以
上
、
こ
の
説
話
群
で
生
前
に
仏
道
修
行
を
し
て
い
た
と
書
か
れ
て
い
る
の

は
三
人
に
過
ぎ
ず
、
ま
し
て
明
確
に
法
華
経
と
書
か
れ
て
い
る
者
は
一
人
も
な

い
。
こ
れ
は
出
典
で
あ
る
『
験
記
」
も
同
様
で
、
 
『
今
昔
」
は
そ
の
記
事
を
忠

実
に
受
け
継
い
で
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
三
人
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
ち
の
修
行

で
は
善
所
に
転
生
す
る
の
に
不
足
で
あ
っ
た
と
い
う
よ
う
な
記
載
は
な
い
。
第

一
話
の
「
念
仏
を
唱
え
て
い
た
の
に
云
々
」
と
い
う
『
験
記
』
に
は
な
い
光
角

の
言
葉
に
つ
い
て
は
、
前
に
も
述
べ
た
が
、
念
仏
で
は
だ
め
で
法
華
経
な
ら
ば
．

よ
い
と
い
う
強
調
を
し
ょ
う
と
い
う
作
意
で
は
決
し
て
な
い
。
む
し
ろ
念
仏
を

無
視
で
き
な
か
っ
た
『
今
昔
」
編
者
の
あ
り
様
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
彼
が
蛇

身
を
受
け
た
の
は
、
あ
く
ま
で
銭
へ
の
一
瞬
の
執
着
が
原
因
で
あ
る
。

 
法
華
経
で
な
か
っ
た
か
ら
だ
め
だ
と
い
う
の
で
も
な
い
し
、
念
仏
や
観
音
信
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仰
を
以
っ
て
し
て
も
救
い
き
れ
な
い
程
の
悪
業
で
あ
っ
た
と
い
う
説
明
も
さ
れ

て
は
い
な
い
し
、
逆
に
沸
念
仏
や
観
音
信
仰
の
お
か
げ
で
地
獄
に
堕
ち
る
べ
き

所
を
畜
生
で
済
ん
だ
と
い
う
の
で
も
な
い
。
た
ま
た
ま
、
そ
の
主
人
公
が
そ
れ

ら
を
修
し
て
い
た
と
い
う
程
度
の
設
定
で
あ
る
。

 
つ
ま
り
、
こ
の
八
話
に
於
い
て
は
生
前
仏
道
修
行
を
し
て
い
た
か
否
か
は
、

全
く
主
人
公
の
堕
悪
趣
と
は
関
係
が
な
い
。
妥

 
堕
悪
趣
の
直
接
の
原
因
は
、
今
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
金
銭
へ
の
執
着
、

愛
欲
、
怨
念
、
人
に
物
を
与
え
な
か
っ
た
、
．
仏
像
を
売
っ
て
生
計
を
立
て
た
等

で
あ
る
が
、
そ
の
罪
の
軽
重
に
よ
り
堕
ち
る
悪
趣
が
異
な
る
な
ど
の
細
か
い
配

慮
は
な
一
い
。

 
こ
う
し
て
、
悪
趣
に
堕
ち
た
主
人
公
は
法
華
経
に
依
る
救
済
を
生
き
て
い
る

人
間
に
依
頼
す
る
。
こ
ご
か
ら
説
話
は
、
こ
れ
ら
法
華
経
霊
験
謬
の
中
心
で
あ

る
第
二
段
階
に
入
る
。
こ
こ
で
問
題
に
な
る
の
は
、
依
頼
さ
れ
る
人
間
の
種
類

と
、
追
善
と
し
て
修
さ
れ
る
法
華
経
の
内
容
で
あ
ろ
う
。

 
依
頼
さ
れ
る
の
は
、
生
前
の
知
人
（
第
一
二
二
・
五
話
）
．
親
（
第
七
話
）
適

子
（
第
八
話
）
の
場
合
が
多
い
が
、
第
四
話
「
女
依
法
花
力
韓
蛇
身
生
天
語
」

の
よ
う
に
、
偶
然
行
き
あ
わ
せ
た
全
ぐ
の
他
人
で
あ
る
場
合
も
少
な
く
な
い

「
（
第
二
・
六
話
）
。
他
人
が
仲
介
し
て
親
等
に
取
り
次
ぐ
場
合
も
あ
る
（
第
七

話
）
。
又
、
依
頼
す
る
手
段
は
夢
が
多
い
が
、
霊
が
直
接
に
姿
を
現
わ
す
場
合

も
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
や
は
り
尋
常
で
は
な
い
と
思
わ
れ
て
い
た
も
の
ら

し
く
、
第
七
話
で
は
観
音
の
功
徳
と
説
明
さ
れ
、
第
八
話
で
は
、

 
 
夢
ナ
ム
ド
ニ
示
ス
ハ
常
ノ
事
也
。
衝
心
此
ク
告
ル
事
、
世
二
不
聞
エ
ヌ
事

と
い
う
言
葉
が
あ
る
。
こ
の
説
話
の
出
典
は
未
詳
で
あ
る
の
で
断
定
的
な
こ
と

は
言
え
な
い
が
、
こ
の
部
分
は
『
今
昔
」
編
者
の
加
筆
で
、
し
か
も
生
の
声
と

9
言
え
る
か
も
知
れ
な
い
。

 
こ
の
よ
う
に
、
殊
に
徳
の
高
い
僧
だ
と
か
、
験
者
に
依
頼
す
る
の
で
は
な
く
、

肝
心
な
の
は
行
う
人
の
資
質
で
は
な
く
法
華
経
そ
の
も
の
と
、
少
な
《
と
も
こ

こ
で
は
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
（
こ
の
八
話
で
は
全
て
書
写
で
あ
っ
た
。

ち
な
み
に
、
一
部
（
第
一
・
二
・
七
話
）
・
一
部
未
完
（
第
六
話
）
・
如
来
寿

量
品
の
み
（
第
三
話
）
・
七
日
毎
に
一
部
（
第
五
話
）
し
千
部
（
第
八
話
）
で

あ
る
が
、
．
書
写
の
多
少
に
よ
っ
て
転
生
す
る
場
所
が
異
な
る
こ
と
は
な
い
。

 
第
三
段
階
で
は
こ
う
し
て
悪
趣
を
免
か
れ
た
主
人
公
が
そ
の
証
を
見
せ
る
。

八
話
全
て
が
夢
告
の
形
で
描
か
れ
て
い
る
が
、
最
初
の
夢
と
異
な
り
喜
色
を
浮

べ
、
衣
服
を
整
え
、
音
楽
、
異
香
な
ど
類
型
的
な
も
の
で
あ
る
。
更
に
『
験

」
記
』
で
は
夢
で
な
か
っ
た
も
の
ま
で
夢
に
な
っ
て
い
る
。

．
こ
の
八
話
で
は
暴
利
天
・
兜
率
天
・
極
楽
・
人
間
に
転
生
し
て
い
る
が
、
・
．
そ
の

結
果
と
書
写
量
に
は
関
係
が
な
く
、
む
し
ろ
生
前
の
修
行
が
わ
ず
か
な
が
ら
影

響
し
て
い
る
。
例
え
ば
第
三
話
は
、
有
名
な
日
高
伝
説
を
モ
チ
ー
フ
と
し
て
い

る
が
、
．
美
男
僧
と
女
が
共
に
蛇
道
に
堕
ち
て
い
な
が
ら
、
老
僧
の
法
華
経
如
来

寿
量
晶
書
写
に
依
っ
て
、
そ
れ
ぐ
兜
率
天
と
切
野
天
に
転
生
し
て
い
る
の

は
、
生
前
僧
で
あ
っ
た
男
と
僧
に
邪
恋
を
し
か
け
た
女
の
宿
業
の
違
い
が
考
慮

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
第
七
話
の
「
観
音
ノ
御
助
」
も
同
様
に
考
え
て
よ

い
。

 
悪
趣
に
堕
ち
た
段
階
で
、
そ
れ
ま
で
の
行
為
が
御
破
算
に
な
る
わ
け
で
は
な

い
。
こ
う
い
う
性
格
は
『
験
記
」
を
受
け
継
い
で
い
る
が
、
元
空
の
加
筆
な
ど

は
『
今
昔
』
に
於
い
て
よ
り
そ
の
傾
向
が
強
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

 
以
上
の
よ
う
に
第
一
話
か
ら
第
八
話
ま
で
は
堕
悪
趣
と
天
へ
の
．
転
生
の
二
度

の
転
生
を
描
い
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
調
の
眼
目
は
法
華
経
に
よ
る
救
済
の
事
実
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で
あ
る
。
従
っ
て
、
そ
れ
以
前
の
悪
業
や
堕
悪
趣
は
詳
細
に
書
き
こ
ま
れ
て
い

な
い
。
生
前
の
仏
道
修
行
が
堕
悪
趣
に
影
響
す
る
こ
と
は
な
い
し
、
悪
業
の
程

度
に
よ
っ
て
悪
趣
が
異
な
る
な
ど
の
区
分
は
な
い
。
法
華
経
に
よ
る
救
済
と
い

う
事
実
が
極
め
て
重
い
た
め
に
、
そ
の
法
華
経
書
写
の
量
な
ど
枝
葉
に
す
ぎ
ず

二
度
目
の
転
生
を
左
右
す
る
こ
と
は
な
い
。
こ
れ
ら
は
、
お
お
む
ね
『
験
記
』

か
ら
引
き
継
い
だ
性
格
で
あ
る
。

 
 
 
第
十
二
話
～
第
二
十
五
話

 
こ
の
十
四
話
は
法
華
経
の
持
者
の
前
生
諜
で
あ
る
。
特
…
徴
的
な
の
は
．
、
こ
の

一
群
の
主
人
公
達
の
ほ
と
ん
ど
が
、
何
か
マ
イ
ナ
ス
の
要
因
を
持
っ
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
第
十
二
話
か
ら
第
十
八
話
ま
で
の
七
人
の
持
経
者
は
、
法

華
経
の
あ
る
部
分
だ
け
を
暗
記
で
き
な
い
。
そ
の
他
は
、
盲
目
（
第
十
九
話
）
・

色
黒
（
第
二
十
話
）
、
他
人
の
夢
で
は
狗
に
見
え
る
（
第
二
十
一
話
）
、
物
を
．

言
う
と
口
が
蝸
む
（
第
二
十
三
話
）
、
色
白
で
声
が
荒
い
（
第
二
十
四
話
）
等

で
あ
る
。
持
経
者
達
は
そ
の
因
を
知
る
為
に
修
行
を
し
て
、
，
示
現
を
得
て
自
分

の
前
生
を
知
り
、
更
に
法
華
経
に
専
心
す
る
と
い
う
の
が
、
十
四
話
に
共
通
す

る
内
容
で
あ
る
。

 
ま
ず
、
法
華
経
を
完
全
に
暗
諦
で
き
な
い
七
人
に
つ
い
て
言
え
ば
、
そ
の
部

分
は
方
便
品
の
比
丘
偶
一
↓
字
だ
け
（
第
十
二
話
）
か
ら
、
三
品
（
陀
羅
尼
・
厳

王
普
賢
）
全
部
（
第
十
五
話
）
ま
で
様
々
で
あ
る
，
主
人
公
は
全
て
僧
侶
で
、

彼
ら
は
修
行
の
後
、
夢
で
自
分
の
前
世
を
知
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
彼
ら
は
前

世
に
僧
・
衣
魚
・
黒
馬
・
三
十
・
狗
・
蛇
な
ど
で
あ
り
、
自
ら
法
華
経
を
持
し
て
い

た
が
そ
の
文
字
を
損
な
っ
て
い
た
り
、
・
持
経
者
の
傍
で
法
華
経
の
一
部
を
聴
聞

し
て
い
た
。
そ
の
功
徳
で
人
蔭
と
生
ま
れ
て
持
経
者
と
な
っ
た
が
、
損
な
っ
た

り
聞
か
な
か
っ
た
り
し
た
部
分
を
暗
記
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
後

『
今
昔
物
語
集
』
巻
十
四
め
法
華
経
霊
験
潭
に
つ
い
て
の
一
考
察

に
階
諦
で
き
る
よ
う
に
な
る
潭
と
、
今
生
で
は
で
き
な
い
課
と
あ
る
。
宿
業
と

い
う
点
で
は
暗
調
で
き
な
い
方
が
面
白
い
が
、
意
識
的
な
書
き
わ
け
は
な
い
。

 
第
十
九
話
か
ら
第
二
十
四
話
ま
で
は
身
体
に
特
徴
を
持
つ
人
の
舞
で
、
第
十

九
話
の
盲
目
の
女
を
除
い
て
全
て
僧
侶
で
あ
る
。
話
の
内
容
は
ほ
ぼ
前
者
と
同

じ
で
、
前
生
に
蛇
・
黒
午
・
狗
・
野
干
（
狐
）
．
牛
．
白
馬
等
で
あ
っ
た
も
の

が
聴
聞
の
功
徳
で
人
間
に
転
生
し
た
が
前
生
の
気
分
を
残
し
て
い
る
と
い
う
夢

告
を
受
け
る
。
 
（
第
二
十
二
話
『
験
記
」
は
夢
で
な
い
）

 
と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ら
の
説
話
は
全
て
「
一
、
持
法
花
知
前
世
語
」
・
-
、

 
（
読
）
請
法
花
知
前
世
」
と
い
う
題
が
つ
い
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
十
四

話
全
話
を
通
し
て
、
前
世
を
知
る
為
に
法
花
経
を
読
弔
し
た
と
い
う
例
は
一
話

も
な
い
。
例
え
ば
第
十
二
話
の
恵
増
は

 
 
長
谷
寺
二
千
テ
七
日
籠
テ
、
観
音
二
申
ス
様
、
 
「
願
ク
ハ
、
大
悲
観
世

 
 
音
、
我
レ
田
図
ノ
ニ
字
ノ
文
思
出
サ
セ
給
へ
」

で
あ
る
し
、
そ
の
他
も
「
三
宝
二
祈
リ
申
シ
テ
」
 
（
第
十
三
話
）
、
「
三
宝
噌
一
祈

請
シ
テ
」
 
（
第
十
四
話
）
、
「
立
山
・
白
山
二
参
テ
祈
請
ス
、
亦
、
粗
々
ノ
霊
験

三
二
参
テ
祈
り
申
ス
」
 
（
第
十
五
話
×
コ
夏
九
旬
ノ
間
、
普
賢
ノ
御
前
ニ
シ

テ
難
行
苦
行
シ
テ
」
 
（
第
十
六
話
）
、
「
蔵
王
ノ
御
前
二
参
テ
、
一
夏
九
十
日
ノ
．

間
籠
テ
」
 
（
十
七
話
）
、
「
佛
六
二
祈
請
シ
テ
」
 
（
第
十
八
話
）
、
「
比
叡
ノ
山
ノ

根
本
中
堂
二
将
テ
参
テ
」
 
（
第
十
九
話
）
ハ
「
長
谷
二
参
リ
テ
観
音
二
二
シ
テ
」
，

 
（
第
二
十
話
）
、
「
七
日
、
食
ヲ
断
テ
堂
鳳
輿
テ
」
 
（
第
二
十
山
話
）
、
「
比
叡
ノ

山
ノ
根
本
中
堂
二
参
テ
七
日
七
夜
籠
テ
」
 
（
第
二
十
三
話
）
、
「
中
堂
二
幅
テ
」

 
（
第
二
十
四
話
）
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
中
で
、
明
ら
か
に
法
華
経
と
関
係
が

，
あ
る
の
は
暗
諦
で
き
な
い
普
賢
品
の
暗
記
を
普
賢
に
祈
っ
た
第
十
六
話
の
蓮
尊

だ
け
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
限
定
的
な
見
方
を
す
れ
ば
、
前
世
の
因
縁
を
知
り
得
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た
の
は
直
接
的
に
は
法
華
経
の
霊
験
で
は
な
い
こ
と
に
な
る
。

」
そ
れ
で
は
、
こ
れ
ら
の
潭
は
ど
の
部
分
で
法
華
経
霊
験
潭
と
言
い
得
る
の

か
。
正
確
に
言
え
ば
、
こ
れ
ら
の
説
話
の
中
で
霊
験
と
言
え
る
の
は
、
蛇
・
牛

 
・
三
等
の
畜
生
が
人
間
に
転
生
し
た
と
い
う
部
分
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
は

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
注
⑧

ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
聴
聞
に
依
る
功
徳
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ら
は
過
去
↓

転
生
↓
現
在
と
い
う
通
常
の
形
で
な
く
、
現
在
↓
（
過
去
↓
転
生
）
と
い
う
懐

古
の
形
を
と
っ
た
法
華
経
に
よ
る
転
生
讃
で
あ
る
と
い
う
の
が
、
，
一
番
正
し
い

見
方
で
あ
る
匙
思
う
。
し
か
し
、
『
今
昔
」
編
者
は
そ
の
題
名
が
示
す
よ
う
に
、

過
去
の
因
縁
を
知
り
得
た
と
い
う
所
を
も
含
め
て
法
華
経
の
霊
験
課
と
し
て
い

る
よ
う
で
あ
渇
。
 
『
験
記
」
の
場
合
は
、
題
名
は
な
く
主
人
公
の
名
前
の
み
な

の
で
、
ど
の
部
分
を
法
華
経
の
霊
験
と
考
え
て
い
る
か
明
ら
か
で
な
い
が
、
お

」
そ
ら
く
は
、
畜
生
が
主
に
聴
聞
の
功
徳
で
人
間
に
転
生
し
た
と
い
う
所
で
あ
ろ

う
。
こ
れ
は
「
今
昔
」
編
者
が
、
法
華
経
の
功
徳
は
そ
の
場
限
り
の
も
の
で
は

な
く
、
転
生
し
た
こ
と
、
し
か
も
持
経
者
に
な
っ
た
こ
と
、
そ
の
因
縁
を
知
り

得
た
こ
と
迄
を
含
め
て
、
永
い
時
．
の
流
れ
の
申
で
と
ら
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
。
中
に
は
、
更
は
修
行
に
励
め
ば
来
世
は
往
生
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
と

'
い
う
予
言
が
附
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
し
か
し
、
ζ
の
現
世
以
後
、
つ
ま

り
来
世
の
仏
果
に
対
ル
て
は
『
今
昔
」
編
者
は
消
極
的
で
あ
る
。
第
一
章
の
霊

験
の
簡
略
化
で
述
べ
た
よ
う
に
、
『
験
記
」
の
予
言
を
削
除
し
て
い
る
例
が
三

例
あ
っ
た
。

三
、
そ
 
の
 
他

 
最
後
に
転
生
諦
以
外
の
潭
に
つ
い
て
簡
単
に
述
べ
る
。
こ
れ
は
、
前
に
挙
げ

た
二
三
の
転
生
課
に
は
ず
れ
る
課
で
、
そ
の
性
質
は
雑
多
で
あ
る
。
第
九
話
は

現
世
利
益
課
で
さ
し
た
る
特
徴
は
な
い
。
 
『
験
記
」
と
比
べ
る
と
、
や
や
説
明

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
注
⑨

過
剰
ぎ
み
の
物
語
化
が
み
ら
れ
る
他
は
、
例
に
よ
っ
て
数
値
の
変
化
が
あ
る
の

み
で
あ
る
。
第
十
話
は
悪
人
往
生
の
系
列
に
属
す
る
。
『
験
記
』
と
比
較
す
る
．

と
修
行
・
奇
瑞
の
部
分
に
簡
略
化
が
あ
る
。

 
第
十
一
話
は
、
他
の
法
華
経
霊
験
謬
ど
少
し
趣
き
が
異
な
る
。
天
王
寺
で
法

華
八
講
を
行
う
際
に
、
聖
徳
太
子
の
上
議
王
の
疏
を
使
お
う
と
、
そ
れ
を
秘
蔵

す
る
法
隆
寺
に
書
写
を
申
し
入
れ
た
と
こ
ろ
、
法
隆
寺
側
で
は
、
前
夜
老
僧
に

「
快
く
見
せ
よ
」
と
い
う
夢
告
が
あ
っ
た
の
で
、
用
意
を
整
え
て
待
っ
て
い
た

と
い
う
内
容
で
あ
る
。
厳
密
に
言
え
ば
一
般
的
な
法
華
経
霊
験
課
と
は
形
が
違

い
、
本
文
中
に
も
「
實
二
塁
レ
、
太
子
ノ
御
告
也
」
と
言
っ
て
い
る
。
し
か
も
、

こ
れ
は
出
典
未
詳
で
も
と
ノ
＼
法
華
経
霊
験
潭
と
し
て
の
性
格
を
持
つ
も
の
か

ど
う
か
も
不
明
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
『
今
昔
』
編
者
が
法
華
経
の
霊
験

を
広
範
囲
に
と
ら
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

 
最
後
の
四
話
は
僧
侶
一
人
を
含
む
現
報
調
で
あ
る
。
吉
報
と
し
て
は
頓
死
・

 
 
 
 
注
⑩

経
文
の
実
現
な
ど
が
あ
る
。
殊
に
面
白
い
の
は
出
典
未
詳
の
第
二
十
九
話
で
あ

る
。
能
筆
家
橘
敏
行
は
人
に
頼
ま
れ
て
法
華
経
を
多
数
書
写
し
た
が
、
精
進
せ

ず
肉
食
・
女
犯
の
ま
ま
で
あ
っ
た
の
で
、
依
頼
し
た
人
々
は
悪
趣
に
堕
ち
た
。

冥
官
に
訴
え
ら
れ
た
彼
は
、
咄
嵯
に
三
部
経
（
金
光
明
経
）
書
写
の
誓
願
を
立

て
て
許
さ
れ
る
が
、
ま
た
現
世
の
快
楽
に
お
ぼ
れ
て
写
経
を
怠
り
、
死
後
悪
趣

に
堕
ち
て
、
紀
友
則
に
依
頼
し
て
写
経
し
て
も
ら
い
苦
を
免
れ
る
。
 
「
愚
ナ
ル
，

ハ
（
遊
ビ
戯
レ
ニ
被
引
レ
テ
、
、
罪
報
ヲ
不
知
シ
テ
如
此
ク
ゾ
有
ケ
ル
」
と
い
う

結
び
の
効
い
た
一
話
で
あ
る
。
こ
れ
は
法
華
経
の
回
報
課
で
あ
る
と
同
時
に
四

部
経
の
霊
験
繹
で
も
あ
り
、
自
然
に
第
三
十
話
以
後
の
諸
経
霊
験
潭
に
続
い
て

い
る
。
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こ
の
現
報
潭
を
以
っ
て
、

は
終
る
。

ま
 
と
 
め

巻
十
三
以
来
七
十
三
話
に
及
ん
だ
法
華
経
霊
験
諺

 
以
上
、
巻
十
四
に
収
録
さ
れ
た
二
十
九
話
の
法
華
経
霊
験
謳
を
見
て
来
た
。

そ
の
結
果
、
出
典
と
の
間
に
は
巻
十
三
・
十
五
に
見
ら
れ
た
と
同
様
の
よ
り
具

体
的
で
理
解
の
容
易
な
霊
験
課
へ
と
い
う
変
化
の
跡
が
見
ら
れ
た
。
そ
れ
と
同

時
に
、
こ
の
巻
十
四
は
巻
十
三
と
較
べ
て
、
因
果
応
報
、
あ
る
い
は
宿
世
の
因

縁
と
い
う
考
え
方
が
、
よ
り
顕
著
に
表
わ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
そ
の
因
果
を

過
去
・
現
在
・
未
来
の
永
い
時
の
中
に
、
よ
軌
広
範
囲
に
捉
え
よ
う
と
し
て
い

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
巻
十
三
に
多
く
見
ら
れ
た
霊
験
謂
は
、
本
人
の
法
華
経

の
読
講
や
書
写
に
よ
っ
て
受
け
る
現
世
利
益
や
往
生
・
転
生
の
霊
験
が
そ
の
時

の
み
で
描
か
れ
る
の
に
対
し
、
巻
十
四
で
は
現
在
悪
趣
に
あ
る
者
が
過
去
に
何

で
あ
っ
て
、
何
の
因
で
悪
趣
に
あ
る
の
か
ら
明
ら
か
に
し
、
そ
の
上
で
法
華
経

の
救
済
に
よ
る
転
生
を
描
い
て
い
る
。
し
か
も
宿
業
は
一
つ
の
転
生
を
機
に
無

に
帰
す
る
も
の
で
は
な
い
。
経
典
を
損
な
っ
た
り
、
経
文
の
あ
る
部
分
を
聞
か

な
か
っ
た
と
い
う
「
因
」
は
法
華
経
に
よ
っ
て
転
生
し
た
後
も
「
果
」
を
も
た

ら
す
。

 
こ
の
よ
う
に
巻
十
四
で
は
法
華
経
の
霊
験
を
見
る
目
が
巻
十
三
よ
り
も
長
く

な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
特
徴
の
全
て
が
『
今
昔
』
独
自
で
も
な
く
、

巻
十
三
と
違
っ
た
巻
十
四
の
編
集
基
準
の
も
と
に
馬
 
『
験
記
』
、
『
霊
異
記
』

か
ら
説
話
が
採
用
さ
れ
、
そ
れ
ら
出
典
の
性
格
を
受
け
継
い
で
い
る
が
、
口
称

念
仏
の
重
視
や
題
名
の
問
題
な
ど
、
『
今
昔
』
編
者
の
考
え
方
を
伺
う
こ
と
が

で
き
る
部
分
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
題
名
の
問
題
な
ど
は
、
よ
り
永
い
時
間
の

『
今
昔
物
語
集
』
巻
十
四
の
法
華
経
霊
験
課
に
つ
い
て
の
一
考
察

中
で
霊
験
を
捉
ら
え
、
因
果
を
説
こ
う
と
す
る
考
え
方
が
、
原
典
よ
り
も
『
今

昔
』
の
方
に
強
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
ゐ
。
し
か
し
、
そ
れ
で

は
来
世
へ
の
希
望
に
対
し
て
消
極
的
な
『
今
昔
』
の
態
度
は
何
を
意
味
す
る
の

か
。
・
『
今
昔
」
は
一
見
矛
盾
を
は
ら
ん
だ
要
素
が
混
在
し
て
お
り
、
一
慨
に
判

断
す
る
の
は
危
険
で
あ
る
。
そ
れ
は
過
渡
期
の
宿
命
で
も
あ
る
。
こ
こ
で
は
、

現
在
に
果
を
も
た
ら
し
て
い
る
過
去
の
因
は
あ
る
程
度
具
象
的
で
あ
る
が
、
現

在
植
え
よ
う
と
し
て
い
る
因
が
未
来
に
も
た
ら
す
果
は
、
抽
象
の
域
を
出
な
い

と
す
る
用
心
で
あ
ろ
う
か
。

 
い
ず
れ
に
し
て
も
、
第
一
章
で
も
述
べ
た
よ
う
に
こ
の
巻
十
四
で
も
出
典
と

較
べ
て
よ
り
具
体
的
、
容
易
な
霊
験
謂
が
念
頭
に
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

更
に
、
霊
験
を
よ
り
永
い
眼
で
捉
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
過
去
・
現
在
・
未
来

の
因
果
の
法
を
、
よ
り
強
烈
に
享
受
者
に
印
象
付
け
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ

ろ
う
。
そ
の
意
味
で
は
、
巻
十
三
か
ら
続
く
法
華
経
霊
験
潭
の
最
後
を
締
め
く

く
る
第
二
十
九
話
は
、
そ
の
永
い
時
の
流
れ
を
理
解
せ
ず
に
、
刹
那
の
現
世
の

快
楽
に
執
着
し
が
ち
な
、
よ
り
大
衆
的
人
間
の
心
を
戒
め
よ
う
と
す
る
配
列
で

あ
ろ
う
か
。

注
①
拙
論
『
今
昔
物
語
集
」
巻
十
三
に
於
け
る
法
華
経
霊
験
調
に
つ
い
て

 
 
の
一
考
察
 
 
『
平
安
文
学
研
究
』
第
六
十
八
輯

 
同
 
 
『
今
昔
物
語
集
」
巻
十
五
の
方
法
 
 
『
中
古
文
学
』
第
二
十
九
号

 
②
 
引
用
は
岩
波
日
本
思
想
大
系
「
往
生
傳
 
法
華
験
記
』
に
よ
る
。
以

 
 
下
意

 
③
引
用
は
岩
波
日
本
古
典
文
学
大
系
『
今
昔
物
語
集
』
三
に
よ
る
。
以

 
 
下
同
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又
、
本
論
旧
地
の
文
に
用
い
た
表
記
億
人
名
に
限
り
『
今
昔
』
を
優
先

 
し
、
そ
の
他
に
つ
い
て
は
現
行
の
表
記
法
に
し
た
が
っ
た
。

④
 
第
五
話
「
為
救
野
干
死
爲
法
花
人
語
」

⑤
第
十
話
「
陸
奥
國
壬
生
良
門
、
．
奔
悪
趣
善
篤
法
花
詰
」

⑥
大
系
本
に
よ
る

⑦
『
今
昔
』
は
藤
原
子
高
『
験
記
」
紀
躬
高

⑧
第
十
二
話
「
醍
醐
僧
恵
増
、
、
持
法
花
知
前
生
語
」
・
・
第
十
三
話
「
八

 
道
畳
念
、
持
法
花
知
前
生
語
」
・
第
二
十
三
話
「
近
江
國
僧
頼
真
、
請

 
法
花
知
前
生
語
」
は
聴
聞
で
は
な
い

⑨
第
九
話
「
美
作
國
鐵
堀
、
入
穴
依
法
花
力
出
穴
語
」
（
『
験
記
』
百

 
八
話
）

 
 
時
近
隣
人
四
十
人
。
↓
其
ノ
邊
ノ
人
、
珊
鯨
人
。

 
 
但
し
『
験
記
』
宝
生
院
本
、
彰
考
館
本
は
「
珊
入
」

⑩
第
二
十
七
話
「
何
波
國
人
、
三
三
法
花
人
得
現
報
語
」
讐
三
品
第
三

 
「
諺
斯
旧
故
 
獲
罪
如
是
 
若
得
爲
人
 
諸
根
暗
鈍
 
鰹
随
甘
懸
壁

 
三
三
背
幅
 
．
（
岩
波
文
庫
『
法
華
経
」
）
等

、

（82）


